
開館時間 10:00–19:00 ※12/28、1/2～3は10:00-17:00

休館日 火曜日※4/30、8/13、2/11、2/18は開館

 6/26、9/2、2/5、年末年始（12／29～1／1）
そのほか施設修繕、メンテナンスなどにより臨時休館とする場合があります。

観覧料 企画展・共催展│展覧会により観覧料が異なります。
 コレクションラボ展示│無料

アクセス

〒031 - 0031 青森県八戸市大字番町10 - 4　
TEL｜0178 - 45 - 8338　FAX｜0178 - 24 - 4531　
公式ホームページ｜https://hachinohe - art - museum.jp E X H I B I T I O N

S C H E D U L E

2024.4 –2025.3
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展示室でくり広げられる冒険をテーマに、当館コ
レクション約70点を展示。 “展示室の管理人“が
残したヒントやアイテムを活用しながら、自らの感
覚と関心で作品と出会い、それぞれの冒険をお
楽しみください。

左下｜明山應義《母子G》1998
右下｜下村正二《流れる時の記念
碑》1993

展示室の冒険

007 大久保景造と八戸文化　　2024.3.23［土］-7.8［月］　

008 彩る書 2024.7.13［土］-10.28［月］

009 リビングルーム 2024.11.2［土］-2025.2.24［月］

010 新収蔵作品展　　 2025.3.1［土］-6月中旬　

コレクションラボ展示

クリエイティブ・ユニットtupera tupera
のアイディアとユーモアの源泉である
「かお」がテーマの展覧会です。絵本
原画だけでなく、床や空間で遊びなが
ら体感できる作品を展示します。

2024.7.6［土］-9.1［日］

主催｜青森朝日放送   
共催｜八戸市美術館

2024.4.20［土］  –6.24［月］

1950～70年代に八戸市内の中学校でつくられ
た、当館コレクションの教育版画を中心に、青森
の教育版画や郷土の版画家の作品を展示。また、
アーティスト・ユニットのTHE COPY TRAVELERSと
市内の子どもたちによる作品も制作します。

企画展

企画展

2024.10.12［土］  –2025.1.13［月・祝］

第61回 八戸市美術展
前期│2024.9.19［木］-9.22［日］
 書道・第37回八戸市学生書道展

後期│2024.9.26［木］-9.29［日］
 絵画・写真・第48回生活文化展

主催｜八戸市文化協会　共催｜八戸市美術館　観覧料｜無料

八戸を活動拠点／ゆかりとする作家や表現者を紹介する展覧会。「今、紹介
したい表現者」から、八戸のアートシーンを展望します。様々な世代がアート
でつながる交流プログラムやワークショップなどのプロジェクトも実施します。

企画展 2025.2.15［土］  –4.7［月］

八戸アーティストファイル

美術館を象徴する空間「ジャイアントルーム」で、
八戸在住の5人のアーティストが絵画や版画、写
真やダンスなど、様々なジャンルで来館者のみな
さんと共につくっていくプロジェクトを展開します。

左下｜左から磯島未来、東方悠平、
漆畑幸男、しばやまいぬ、蜂屋雄士
右下｜（参考図版）漆畑幸男《幸福
の歌》2014

AOMORI GOKAN アートフェス 2024「つらなりのはらっぱ」メイン企画

エンジョイ！アートファーム!!

2024.4.13［土］  –9.1［日］プロジェクト

tupera tupera《床田愉男》撮影：阿部高之 

風のなかを飛ぶ種子
青森の教育版画

tupera tuperaのかおてん.

＠tupera tupera

下｜八戸市立湊中学校養護学級生徒
《虹の上をとぶ船総集編 II 星空を
ペガサスと牛が飛んでいく》1976 


